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震災の打撃を大きくした低賃金・利潤第一主義

	国公労連は「総対話MAP運動」の一環としてすべての組合員の新聞投書行動を追求しています。震災からの復興のありかたに係る全労働組合員の投書が、5月19日（木）朝日新聞「声」欄に掲載されましたので紹介します。


東北の低賃金が工場を集めた
1年の楽しみのひとつは「みちのく秘湯一人旅」。しかし、愛する東北を、恥ずかしながら農漁業、観光が中心ということしか知らなかった。実のところ東北は自動車部品製造をはじめ日本や世界の基幹産業の重要な役割を担っているのだ。愛知県内でも震災で自動車関連部品、材料が入荷せず、操業を停止する事業所があり、雇用や労働条件に影響が現れている。

なぜ東北なのかが分からなかったが、日本経団連の米倉弘昌会長はコスト削減を一律にやりすぎた結果、調達先が過度に集中してリスク回避ができなくなったと分析していた（4月12日朝日新聞朝刊）。コスト削減＝東北地方という構図があったのだ。

最低賃金（全国平均730円）を調べると、本州では鳥取、島根の642円に続き岩手が644円。821円の東京と比べると、月額約3万円の開きがある。東北地方の「低賃金」を大企業がコストダウンに最大限、活用したことになる。

コストダウン→最低賃金の低い県に工場を造る→東北→震災→製造業打撃で日本経済に影響という図式が読めてくる。利潤第一主義は震災にもろい、ということか。今度、東北の地を訪れる時、日本社会の在り方を考えさせられそうだ。


全国から寄せられた救援カンパ　約238万円にのぼる

	国公労連は震災直後から救援カンパと支援物資送付をとりくんできました。全国から寄せられた救援カンパは5/17時点で約238万円になりました。


国公労連に寄せられたカンパ約238万円の使途は、全労連に215万円を納入し、救援物資の購入や宮城でのボランティアの受入準備（資材等購入）に約7万円を支出済みです。

全労連に寄せられたカンパは、岩手、宮城、福島の3県に200万円ずつを手交するとともに、主には県労連（岩手、宮城、福島、茨城）を通じて、救援物資の購入や全国から集まった救援物資の保管・運送、ボランティア活動の受入と支援、被災地での生活・労働相談経費など、被災者の救援や生活再建に役立てています。

救援カンパは継続してとりくんでいます。引き続きご協力をお願いします。



岩手県での6月以降のボランティア活動について

	昨日の宮城県に続きお知らせです。岩手県での6月以降のボランティア活動は、以下のとおりとりくみますので、職場などの単位でチームをつくりご参加をお願いします。福島県については、あらためて連絡します。


1.募集要件など 

1)連続4日（3泊）程度以上の活動が可能な4人以上のチーム単位で募集します

2)応募方法は、チームの代表が登録用紙（別紙）を国公労連にFAX又はメールで提出し、その旨を電話で連絡してください

【提出先】国公労連東日本大震災対策本部宛

TEL：03(3502)6363　　FAX：03(3502)6362　　メール：mail@kokko.or.jp

3)ボランティア参加者全員が「救援活動災害補償保険（天災特約付き）」に加入していただきます（保険の加入はチーム単位又は個人で保険会社に直接申し込んでください）

4)大船渡市社会福祉協議会のボランティアセンターで登録・受付し、そこでの指示にもとづく活動を行っていただきます。主な活動内容は①個人宅の片付け、②支援物資の仕分けです。

大船渡市社会福祉協議会　大船渡警察署（岩手県大船渡市盛町字下舘下14番地2）の隣にあるコンテナ造りの仮設事務所（「ボランティアセンター」の看板あり）国道45号線沿い

　　TEL：（携帯）090-7320-6504

5)宿泊は民宿「あづま荘」を利用できます（他の申し込み状況により利用できない場合もありますので予めお問い合わせ下さい）。その場合の条件は下記のとおりです。チーム毎に別途宿泊先を確保してもらうことでも結構です

あづま荘　大船渡市三陸町越喜来字仲崎浜3-2　TEL：（携帯）080-6018-9121

	■宿泊費は1泊3食5,000円を現地でお支払いください

■ライフラインの状況は電気、水道、ガス、携帯電話が使用可能です。固定電話のみ不通です

■入浴、洗濯が可能です

■寝間着やタオル、洗面道具を持参してください


6)午前中に大船渡に到着できる場合は、大船渡市社会福祉協議会に集合してください。ボランティアセンターでの受付・登録の際に「労連のボランティアです。」と名乗り、活動を開始している労連のボランティアに合流して下さい。当日の活動場所が遠くて合流が不可能な場合は、ボランティアセンター近辺での活動場所を案内してもらい、夕方16時頃までにボランテフィアセンターに戻って労連のボランティアと合流してください。大船渡への到着が午後になる場合は、当日のボランティア活動ができませんので、翌朝9時に大船渡市社会福祉協議会に集合して下さい

7)ボランティアセンター近辺には宿泊可能施設がありません。あづま荘からでも自動車で40分程度を要します。ゆえに、現地への移動はレンタカーを借りるなど自動車の乗り合わせで極力お願いします

2.基本的な服装・持ち物など

（昨日の宮城県と同様）

3. 「救援活動災害補償保険(天災特約付き)」について

（昨日の宮城県と同様）

4.公共交通機関について

公共交通機関の場合は、盛岡駅から岩手県交通バスを利用してください（いわて花巻空港を利用する場合もバスで盛岡駅まで出る）。ボランティアセンターへ向かう場合は、大船渡病院バス停で降車して徒歩移動となります。あづま荘へ向かう場合は大船渡病院バス停からコミュニティバスに乗り換え、崎浜バス停で降車してください。運転手に「あずま荘に行きたい」といえば、教えてくれます

【料　金】岩手県交通バス　盛岡駅　⇔　大船渡病院　片道2,700円

大船渡コミュニティバス　　大船渡病院　⇔　崎浜  無料

　　　【時刻表】盛岡駅　⇒　大船渡病院　　　　大船渡病院　⇒　 崎　浜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8:50　　 ⇒　  9:35　

　　　　　　　　8:30　　⇒　　11:00              12:50     ⇒　 13:35

             　　　　　　　　　　　　　　　　　 14:50     ⇒　 15:35

　　　　　　　 12:30    ⇒　　15:00              17:20     ⇒　 18:05

　　　　　　　  崎　浜　⇒ 大船渡病院         大船渡病院　⇒　 盛岡駅

　　　　　　      　　　　　　　　　             6:30　　 ⇒    9:00　　　　　　　

　　　　　　　　7:30　　⇒　   8:15　　           8:30     ⇒ 　11:00

　　　　　　　  9:50    ⇒　  10:35              13:00     ⇒　 15:30

　　　　　　　 13:50    ⇒　  14:35     　　 　  15:00     ⇒　 17:30　

以　上




〈発行〉国公労連
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【救援カンパの振込先】


中央労働金庫　新橋支店（普通）2255113　名義：国公労連２


注）この口座は大震災への救援カンパ専用です
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